
◎異校種間では、互いの取り組みを直接見合うことが「百
聞は一見に如かず」で極めて大切であることを、対談の記
事で再認識しました。そして、参観から更に一歩先へ進み、
互いに感じ取ったことを伝え合うこと、相手側に求めてい
くことと、自分側に求められることなどをしっかり重ね合
わせることの重要性を学びました。「教育は連続性」という
ことをかみしめる機会となりました。

◎対談にあるように、「小学校の教師は、中学校３年間の学
習内容を頭に入れた上で指導することが理想」です。しか
し、部活動や生徒指導などが壁になり、教師の小中交流は
活発になりません。小・中を経験することで、少なくとも
自分の専門教科では９年間の連続性が見えてくるように
なると思うのですが……。
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小学校の事例で、「小中９年間の
重点指導事項の作成」が、今後必要になると強く感じまし
た。また、「欠落なき教育」、「段差なき教育」、「落差なき教
育」もなるほどと思いました。
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町立北条小学校の「きずな」・「まなび」プロ

ジェクトが印象に残りました。小中連携というと、型にと
らわれやすいと思いますが、「きずな」プロジェクトのよう
に、小学生が「自分もあんなお兄さんやお姉さんになりた
い」と感じられる連携になることが理想だと思います。

◎小・中の連携の重要性は分かりますが、行き詰まり感が
あることも確かです。私は小・中の両方で校長を務めま
したが、壁を破れないでいます。東京都世田谷区立太子堂
小学校の「１ウイークプレ中学生」は素晴らしい実践であ
り、参考になりました。2012年度の教育計画の中で、本校
にも取り入れてみたいと思います。

◎本中学校区でも、小・中の教師の意識のずれの大きさを
感じていました。小学校教師は「大切に児童を育てたのに
中学校でだめにしている」、中学校教師は「基礎・基本の力
を付けて送り出してほしい」というように互いが不満を抱
いていたのです。しかし、2011年度からコミュニティ・
スクール推進指定校区となったことで、先生方の意識が変
わり、「児童・生徒を小中の９年間で育てる」を合言葉に前
進しています。

2011 Vol.4 特集「小中接続―子どもの学びを中学校へつなぐ」へのご意見

今回の特集取材を通し、「新課程において強調されたポイントの全てを一度に取り組
むのではなく、自校の状況を踏まえながら１つずつ重点を決めて実行していく」と先生
方が話されていたことが印象に残りました。１０年後、２０年後に社会に出ていく子ど
もたちに付けたい力を考えて、どのような取り組みができるのか、先生方と共に考え続
けていきたいと思います。今年度もよろしくお願いいたします。（杉田）

編集後記
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◎お問い合わせ先

このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
＊『VIEW21』小学版のバックナンバーは「Benesse教育研究開発センター」ウェブサイト（http://benesse.jp/berd/）
でご覧いただけます。

ＶＩＥＷ21編集部
〒206-8686
東京都多摩市落合1-34
電話　042-311-3391

子どもたちのためにできること
教育情報誌『VIEW21』が発刊当初から
変わらず貫き続けている思いです。

日本の学校教育は先生方の「熱意」が支えている。
だからこそ、我々も全力で

先生方に役立つ情報を発信することにこだわりたい。
『VIEW21』は、これからも

全国の先生方と共に子どもたちの未来を見つめ、
今と未来を結ぶ教育を提案していきます。

未来を生きる

『VIEW21』編集部

ベネッセコーポレーションでは、震災や事故などによりご両親を亡くされた日本全国のお
子さまに、無償で教材をお届けする「ベネッセ　通信教育奨学制度」を２０１１年に新
設いたしました。お子さまの高校卒業までの家庭学習を、〈ベネッセの通信教育サービス〉
が全面的に支援してまいります。貴校や周囲にご両親を亡くされたお子さまがいらっしゃ
いましたら、本制度をお知らせいただけますと幸いです。

のご案内 ◎詳しいご案内は下記サイトをご確認ください
http://www.benesse.co.jp/mirai/shogaku/

◎お問い合わせは講座の電話窓口までお願いします
進研ゼミ小学講座　0120-977-377（通話料無料）
＊一部のＩＰ電話からは042-679-8563へおかけください（通話料
がかかります）
＊受付時間10:00 ～ 20:00 （日曜・祝日・年末年始を除く）

ご両親を亡くされた
お子さま対象

読 者 の ペ ー ジ

＊３月２６日より移転いたしました

［埼玉県／H小学校／K・K］

［長野県／M小学校／S・K］

［愛知県／K小学校／H・M］

［東京都／S小学校／T・N］

［岐阜県／ I小学校／H・N］

［兵庫県／N小学校／K・H］
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